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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録ヘッドからインクを吐出させることにより記録を行うインクジェット記録装置であ
って、
　前記記録ヘッドを記録媒体上の同一領域に対して相対的に複数回走査させる走査手段と
、
　前記記録ヘッドの温度を検出する検出手段と、
　前記検出手段により検出された温度に基づいて、前記記録ヘッドの走査開始前に待機す
べき走査の回数と、前記回数分の記録ヘッドの走査それぞれにおける待機時間とを設定す
る設定手段と、を備え、
　前記設定手段は、前記待機時間を、待機制御を実施した後に記録された画像領域と待機
制御されずに記録された隣接領域との色差が生じない時間であり、かつ設定された走査回
数の待機制御を実施したときに記録ヘッドの過昇温を抑制できる時間となるように設定す
ることを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項２】
　前記設定手段は、前記検出した温度が高くなるほど、前記記録ヘッドを待機させる走査
の回数を増加させることを特徴とする請求項１に記載のインクジェット記録装置。
【請求項３】
　前記設定手段は、前記回数分の走査が所定回数に達するまでは前記待機時間を段階的に
長くし、前記回数分の走査が前記所定回数に達した後は前記待機時間を段階的に短くする
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ことを特徴とする請求項１または２に記載のインクジェット記録装置。
【請求項４】
　前記設定手段は、記録条件に応じて前記走査の回数を変更することを特徴とする請求項
１ないし３のいずれか１項に記載のインクジェット記録装置。
【請求項５】
　前記設定手段は、記録条件に応じて前記待機時間を変更することを特徴とする請求項１
ないし３のいずれか１項に記載のインクジェット記録装置。
【請求項６】
　前記記録条件は、各走査における記録ヘッドのインク吐出数であることを特徴とする請
求項４または５に記載のインクジェット記録装置。
【請求項７】
　前記検出手段は、前記記録ヘッドの各走査開始前に前記記録ヘッドの温度を検出し、
　前記設定手段は、前記検出手段により検出した温度が予め定めた閾値を超えた時点で、
前記走査回数の設定を行うことを特徴とする請求項１ないし６のいずれか１項に記載のイ
ンクジェット記録装置。
【請求項８】
　前記設定手段は、前記回数分の走査において前記検出手段により検出した温度が前記閾
値以下となった後、再び閾値を越えた時点で、当該閾値を越えた温度に応じて、前記走査
回数を新たに設定し直すことを特徴とする請求項１ないし７のいずれか１項に記載のイン
クジェット記録装置。
【請求項９】
　前記記録ヘッドは、インクを吐出するために熱エネルギを発生する記録素子を備えるこ
とを特徴とする請求項１ないし８のいずれか１項に記載のインクジェット記録装置。
【請求項１０】
　前記設定手段は、前記検出手段により検出された温度が第１の温度以上且つ第２の温度
未満の場合に、前記記録ヘッドの走査それぞれの開始前に第１の待機時間だけ記録ヘッド
を待機させる走査の回数を設定し、前記検出手段により検出された温度が第２の温度以上
の場合に、１回の前記走査開始前に前記第１の待機時間より長い第２待機時間を設定する
ことを特徴とする請求項１ないし９のいずれか１項に記載のインクジェット記録装置。
【請求項１１】
　記録素子を備えた記録ヘッドを走査させつつ前記記録ヘッドからインクを吐出させるこ
とによって記録を行う記録方法であって、
　前記記録ヘッドの温度を検出する工程と、
　前記検出された温度に基づいて、前記記録ヘッドの走査開始前に前記記録ヘッドを待機
させる走査の回数と、前記回数分の記録ヘッドの走査それぞれにおける待機時間とを設定
する設定する工程と、を備え、
　前記設定する工程では、前記待機時間を待機制御を実施した後に記録された画像領域と
待機制御されずに記録された隣接領域との色差が生じない時間であり、かつ設定された走
査回数の待機制御を実施したときに記録ヘッドの過昇温を抑制できる時間となるように設
定することを特徴とするインクジェット記録方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、記録ヘッドからインクを吐出して記録媒体への記録を行う記録装置および記
録方法に関し、詳しくは、インクの吐出により昇温する記録ヘッドの温度制御を行う記録
装置および記録方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、コンピュータやインターネットの普及等に伴い、画像を出力する出力機器として
、プリンタ、複写機、ファクシミリ等の記録装置が、オフィスや一般家庭に急速に普及し
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ている。このような、記録装置に採用されている主な記録方式としては、電子写真方式、
インクジェット方式、サーマル方式等が挙げられる。これらの記録方式のなかでもインク
ジェット方式を採る記録装置（インクジェット記録装置）は、紙、ＯＨＰ用シートやフィ
ルムだけでなく、布、段ボール、陶器、金属等といった様々な材質の媒体への記録が可能
である。さらに、平面的な媒体だけでなく凹凸や曲面がある媒体への記録、媒体のエッジ
部への記録なども可能であることから、インクジェット記録装置は、パーソナルユースの
みならず、業務用としても広く活用されている。また、インクジェット記録装置は、記録
ヘッドの小型化が比較的容易で、高精細な画像を高速に記録でき、ランニングコストが安
く、記録時の騒音が少なく、カラー画像の記録を簡易な構成で実現できるという、数々の
利点を有している。
【０００３】
　こうしたインクジェット記録装置に搭載する記録ヘッドとしては、現在、電気熱変換素
子（ヒータ）を用いるもの、ピエゾなどの電気機械変換素子を使用するものなどが知られ
ている。このうち、熱エネルギを利用してインクを吐出するタイプの記録ヘッドは、半導
体製造プロセスによって、基板上に電気熱変換体や電極を製膜し、その後、液路壁、天板
等を形成することにより製造されている。このため、インクを滴として吐出するための個
々の記録素子（ノズル、吐出口とも称する）を比較的高密度に製造することができ、一層
のコンパクト化を図ることができる。さらに、熱エネルギを利用してインクを吐出する記
録ヘッドは、吐出の応答周波数にも優れており、高精細な画像を高速に記録しようとする
近年の需要に対応するに好適なものとなっている。このような記録ヘッドでは、インクを
供給するための液路と、当該液路内のインクに膜沸騰を生じさせるための電気熱変換素子
を備えた記録素子（ノズル）を、高密度に複数集積配置させた構成が一般的である。
【０００４】
　しかし、複数の記録素子を高密度に配置した記録ヘッドでは、個々の記録素子に備えら
れた電気熱変換素子を急激に発熱させることで吐出のためのエネルギを生み出しているの
で、吐出を重ねるほどに記録ヘッドの蓄熱が進み、この蓄熱が問題となる場合がある。　
　例えば、記録ヘッドの蓄熱が進むと、各液路に供給するインクを一時貯留する共通液室
内のインク温度も上昇し、インク中には溶存気体が析出する。さらに、個々の液路で発生
した小さな気泡は蓄熱とともに徐々に成長し、やがて各液路と連通した共通液室内に存在
するようになる。このようになると、この大きな気泡がインクタンクから共通液室へのイ
ンク供給、ひいては共通液室から各液路へのインクの供給を妨害し、各記録素子の吐出口
からのインク吐出を妨害することとなる。このように、電気熱変換素子に対し画像データ
に従った電圧パルスを印加しても、個々の記録素子から十分なインク滴の吐出が行われな
いことを一般に不吐出と称す。インクジェット記録ヘッドにおいては、過昇温の状態にな
ると、このような不吐出の発生によって画像品位に影響を与えたり、記録ヘッドの破損を
招いたりするおそれがある。このような蓄熱問題は、高速記録や高解像度の画像出力を実
現しようとするほど、吐出口を高密度に配列した記録ヘッドを高周波数で駆動するので、
顕著に現れやすくなる。
【０００５】
　以上説明したような蓄熱問題に起因する弊害を回避するために、記録中に記録ヘッドの
温度を検出し、検出された温度を所定の閾値と比較することによって、記録動作を制御す
る方法が知られている。例えば、検出温度が閾値より高い場合に、記録ヘッドの駆動周波
数（吐出周波数）を低減し、蓄熱を抑制する方法がある。また、記録ヘッドの主走査と記
録媒体の副走査とを間欠的に繰り返して画像を形成するシリアルタイプのインクジェット
記録装置では、次の記録走査を実行する前に待機時間を設け、記録ヘッドの温度の低下を
促す方法も有効な方法とされている（特許文献１参照）。
【０００６】
　また、現時点での検出温度と次の主走査の画像データとに基づいて、次の主走査終了後
の記録ヘッドの温度を推定し、当該推定温度に従って待機時間を設定する方法も開示され
ている（特許文献２参照）。



(4) JP 5159443 B2 2013.3.6

10

20

30

40

50

【０００７】
　以上説明した方法を採用することにより、記録ヘッドが過昇温状態なることを抑制する
ことが可能である。従って、上記方法によれば、インクの吐出が不安定になって画像品位
に影響を与えたり、記録ヘッドの破損を招くような問題を回避することは可能である。
【０００８】
【特許文献１】特開２００２－３５５９５９号公報
【特許文献２】特開２００１－１１３６７８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、上述のように記録ヘッドの駆動周波数を制御する方式においては、記録
ヘッドが過昇温状態となることを抑制できる反面、次のような問題が新たに発生する。す
なわち、検出温度が閾値より高い場合に記録ヘッドの駆動周波数（吐出周波数）を低減す
る方法を採用した場合には、記録ヘッドの駆動周波数に合わせて記録ヘッドの記録媒体に
対する相対速度も低減しなければならない。このように、同一ページ内で駆動周波数や相
対速度を変更する制御は、複雑な駆動機構の構成や駆動制御回路を要することになる。よ
って、装置全体のコストが上がってしまうという問題が生じるのである。
【００１０】
　これに対し、特許文献１および特許文献２に示すような、各主走査の間に待機時間を設
ける方法の場合には、さほど複雑な構成は必要とされない。しかし、これらの方法におい
ては、先の記録走査と続く記録走査との間に待機時間を設けることで記録された画像にお
いて弊害が確認された。具体的には、待機時間を挟んで記録された領域の濃度や色相がそ
の他の領域の濃度や色相と異なり、その差異が画像上において濃度ムラや色相ムラとして
視認されるという問題が生じる。
【００１１】
　以下に、マルチパス記録を行ったインクジェット記録装置において、上記濃度ムラや色
相ムラなどの現象が発生する原因を説明する。インクジェット記録装置に搭載する記録ヘ
ッドには、複数の記録素子が高密度に配列されており、画像データに応じて個々の記録素
子からインクが吐出される。但し、複数の記録素子間には、記録ヘッドの製造工程上ある
程度のばらつきが含まれてしまうので、それぞれの記録素子からのインク吐出量や吐出方
向は完全に揃った状態にはなり難い。このように記録素子が不揃いの状態の記録ヘッドに
よる１回の記録走査で記録された画像は、個々の記録素子の吐出特性が顕著に現れ、すじ
やムラなどの画像弊害が発生し、これが目視によって認識されてしまう。マルチパス記録
方法は、このような画像弊害を低減するために採用される記録方法である。
【００１２】
　マルチパス記録方法では、記録ヘッドが１回の主走査で記録可能な画像データを複数に
分割し、所定量の副走査を挟んだ複数回の主走査によって画像を形成する。すなわち、１
回の主走査で１つの記録素子によって記録可能なラインが、マルチパス記録方法では、複
数回の主走査によって複数の記録素子を用いて形成される。よって、当該ラインにおいて
は１つの記録素子の吐出特性の影響が低減され、各記録素子の吐出特性は分散される。そ
の結果、画像全体においては、極端なすじやムラが現れにくくなり、滑らかな画像を得る
ことができる。
【００１３】
　このようなマルチパス記録方法では、マルチパス数を様々に設定することができる。例
えば、２パスのマルチパス記録方法であれば、１回の主走査で記録可能な画像データを２
つに分割し、２回の主走査によって画像を形成する。Ｎパスのマルチパス記録方法であれ
ば、１回の主走査で記録可能な画像データをＮ個に分割し、Ｎ回の主走査によって画像を
形成する。Ｎの値が大きいほど、１つのラインに対する１つの記録素子の吐出特性の影響
が緩和され、画像全体が滑らかになる。
【００１４】
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　マルチパス記録方法を行ったときに、Ｎ回の主走査間の時間差が発生する場合と、発生
しない場合とでは、記録された画像の濃度が異なる。これは、２滴のインクが付与される
ときに、後のインクが付与されるときの先に付与されたインクの記録媒体への浸透度合い
によって、先に付与されるインクと後に付与されるインクそれぞれの記録媒体に対する浸
透度合いが異なる。そのため、インクの浸透度合いによって記録画像の濃度も異なってし
まう。つまり、先の主走査と次の主走査との間に待機時間が設けられることで、これらの
記録走査によって記録された画像の濃度や色相が他の部分と異なってしまう。これらの現
象は、適用するインクの種類や記録媒体の種類によって現れ方は様々ではある。しかし、
少なくとも当該時間差によって画像濃度や色相が影響を受けることは確認されている。
【００１５】
　このように記録ヘッドの検出温度が閾値を超えたか否かに応じて各記録走査間の待機時
間を変更する方法では、多くの待機時間経過後に記録走査された領域だけが、他の領域に
比べて異なった濃度や色相となり、これがムラとして視認されてしまう問題が生じる。な
お、このような問題は、多色記録（カラー記録）の場合だけでなく、単色記録を行う場合
にも発生する。つまり、単色記録の場合には、濃度ムラが発生し、多色記録の場合には濃
度ムラおよび色相ムラが発生する。
【００１６】
　本発明は上記問題点を鑑みてなされたものである。すなわち、本発明の目的は、複雑な
構造や制御を必要とせず、記録ヘッドの昇温に起因する濃度ムラや色相ムラが画像内に発
生することを低減することが可能なインクジェット記録装置およびインクジェット記録方
法の提供にある。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　上記目的を達成するために本発明のインクジェット記録装置は、以下の構成を備える。
　すなわち、本発明の第１の形態は、記録ヘッドからインクを吐出させることにより記録
を行うインクジェット記録装置であって、前記記録ヘッドを記録媒体上の同一領域に対し
て相対的に複数回走査させる走査手段と、前記記録ヘッドの温度を検出する検出手段と、
前記検出手段により検出された温度に基づいて、前記記録ヘッドの走査開始前に待機すべ
き走査の回数と、前記回数分の記録ヘッドの走査それぞれにおける待機時間とを設定する
設定手段と、を備え、前記設定手段は、前記待機時間を、待機制御を実施した後に記録さ
れた画像領域と待機制御されずに記録された隣接領域との色差が生じない時間であり、か
つ設定された走査回数の待機制御を実施したときに記録ヘッドの過昇温を抑制できる時間
となるように設定することを特徴とする。
【００１８】
　本発明の第２の形態は、記録素子を備えた記録ヘッドを走査させつつ前記記録ヘッドか
らインクを吐出させることによって記録を行う記録方法であって、前記記録ヘッドの温度
を検出する工程と、前記検出された温度に基づいて、前記記録ヘッドの走査開始前に前記
記録ヘッドを待機させる走査の回数と、前記回数分の記録ヘッドの走査それぞれにおける
待機時間とを設定する設定する工程と、を備え、前記設定する工程では、前記待機時間を
待機制御を実施した後に記録された画像領域と待機制御されずに記録された隣接領域との
色差が生じない時間であり、かつ設定された走査回数の待機制御を実施したときに記録ヘ
ッドの過昇温を抑制できる時間となるように設定することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、記録中に記録ヘッドの温度が上昇した場合でも、それ以降に開始され
る複数の走査の前に待機時間が分散されて設けられる。このため、それぞれの記録走査に
おいて記録された複数回の走査によって完成される各領域の間には、大きな色相ムラ濃度
ムラなどが発生しない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
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　（第１の実施形態）
　以下、添付図面を参照して本発明の好適な実施形態について詳細に説明する。なお、本
明細書において、「記録」とは、文字、図形等有意の情報を記録媒体上に形成する場合の
みならず、無意の情報を記録媒体上に形成することも含む。また、「記録媒体」とは、一
般的な記録装置で用いられる紙のみならず、布、プラスチック・フィルム、金属板、ガラ
ス、セラミックス、木材、皮革等、インクを受容可能なものも表すものとする。さらに、
「インク」とは、上記「記録」の定義と同様広く解釈されるべきもので、記録媒体上に付
与されることによって、画像、模様、パターン等の形成を表すものとする。
【００２１】
　図１は、本実施形態に適用可能なインクジェット記録装置の内部機構を説明するための
概略斜視図である。図において、１は搬送モータである。搬送モータ１の駆動により、プ
ラテンローラ２が図の矢印Ｒ方向に回転し、記録媒体Ｍが矢印Ｆ方向に搬送される。記録
媒体Ｍの搬送方向Ｆ（副走査方向）と直交する方向には、ガイドシャフト３ａおよび３ｂ
が平行に配設されている。インクジェット記録ヘッド５を搭載したキャリッジ４（走査手
段）は、ガイドシャフト３ａおよび３ｂに案内支持されながら、キャリッジモータ６の駆
動によって図中矢印Ｓ方向（主走査方向）に往復移動（往復走査）する。キャリッジ４に
搭載された記録ヘッド５は、キャリッジ４の移動走査中に記録データに応じてインクの吐
出を実行し、記録媒体への記録が行われる。本実施形態では、記録ヘッド５が往路に沿っ
て移動する場合と、復路に沿って移動する場合のいずれにおいてもインクを吐出して記録
媒体に記録を行う、いわゆる双方向記録方式を採る。なお、記録ヘッド５が走査しつつイ
ンクを吐出して記録媒体上に記録を行う動作を、以下の説明において記録走査とも言う。
記録ヘッド５による１回の記録走査が行われると、記録媒体Ｍは搬送モータ１によって所
定量搬送される。
【００２２】
　本実施形態で適用するインクジェット記録ヘッド５には、副走査方向に１２００ｄｐｉ
（ドット／インチ；参考値）のピッチで、１２８０個の吐出口が配列されている。各吐出
口に連通したインク流路（液路）内には、画像データに応じて生成される電気信号を受け
て熱を発生する電気熱変換体が設けられている。この電気熱変換体から発生される熱によ
り、インクは局所的に加熱されて膜沸騰を生じ、その際に生じる圧力によってインクが吐
出口から吐出される。なお、以下の説明において、インクを吐出する吐出口、これに連通
する液路、および液路内に設けられた電気熱変換体をノズル（記録素子）と称す。また、
記録ヘッド５において、上記電気熱変換体が設けられた基板上には、記録ヘッド５の温度
を検知するヘッド温検出手段としてのダイオードセンサ５０（図２参照）が設けられてい
る。
【００２３】
　図２は、本実施形態におけるインクジェット記録装置の制御系の構成を説明するための
ブロック図である。図において、２０はホスト装置Ｈとインクジェット記録装置本体側と
の間で画像データや制御コマンド等のデータ送受信を行うためのインターフェースである
。２１は種々の演算、判断および設定などの処理を行うと共に、記録装置全体の各種制御
をも実行するＭＰＵであり、このＭＰＵ２１が制御を行うためのプログラムや固定データ
はＲＯＭ２２に格納されている。２３は各種データ（記録ヘッド５に供給すべき記録デー
タ等）を一時的に格納したり、ＭＰＵ２１が行う処理のワークエリアとして利用されたり
するＤＲＡＭである。なお、前記ＭＰＵ２１、ＲＯＭ２２およびＤＲＡＭ２３により、本
発明の制御手段、待機制御手段、走査回数設定手段および待機時間設定手段を構成してい
る。
【００２４】
　２４は記録ヘッド５に対する記録データの供給制御を行うゲートアレイである。このゲ
ートアレイ２４は、インターフェース２０、ＭＰＵ２１、ＤＲＡＭ２３間のデータ転送の
制御も行う。２５はキャリッジモータ６を駆動するためのモータドライバであり、２６は
搬送モータ１を駆動するためのモータドライバである。また、２７は記録ヘッド５を駆動
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するためのヘッドドライバである。また、記録ヘッド５の温度を検出するダイオードセン
サ５０からの出力データ（温度値）はＭＰＵ２１へ送られるようになっている。
【００２５】
　以上説明した記録装置を用いて、記録を実行する場合のシーケンスを以下に具体的に説
明する。　
　図３は、本実施形態の記録装置において、１ページ分の画像を記録する際にＭＰＵ２１
が実行する一連の工程を説明するためのフローチャートである。　
　まず、ステップＳ３０１において記録が開始されると、ホスト装置Ｈからは制御データ
を含む画像データがインターフェース２０およびゲートアレイ２４を介してＭＰＵ２１に
入力される。ステップＳ３０２では、ＭＰＵ２１が、ダイオードセンサ５０によって検出
された記録ヘッド５の温度（以下、ヘッド温度ＴＨと称する）の取得を行う。次いで、こ
のヘッド温取得工程において取得したヘッド温度ＴＨと予めＲＯＭ２２に格納されている
所定の閾値温度（以下、待機開始温度ＴＷと称する）とを比較する（ステップＳ３０３）
。ここで、取得したヘッド温度ＴＨが待機開始温度ＴＷ以下（閾値以下）である場合には
、ステップＳ３０６に進み、１回分の記録走査を実行する。
【００２６】
　一方、ステップＳ３０３において取得したヘッド温度ＴＨが待機開始温度ＴＷよりも高
いと判断された場合には、ＭＰＵ２１がフラグ（待機フラグ）をＯＮする（ステップＳ３
０４）。なお、待機開始温度ＴＷは、不吐出などの問題を発生させる温度までヘッド温が
上昇するのを防ぐために、記録動作を事前に一時中断したほうが良いと判断される温度に
設定されている。具体的には、本実施形態に適用可能な記録装置においては待機温度を６
６℃としている。
【００２７】
　さらにＭＰＵ２１は、以降の記録走査において記録走査前にキャリッジの走査を待機さ
せるべき時間（待機時間）、および記録走査前に待機時間を設けるべき記録走査の回数（
設定走査回数）を定め、その待機時間だけ記録走査を待機させる（ステップＳ３０５）。
本実施形態では、ステップＳ３０５において実施する待機時間および待機させるべき記録
走査の回数の設定は、図４に示すテーブルに従って行う。なお、上記のようにキャリッジ
の走査の開始を待機させる制御を以下の説明においては、待機制御という。
【００２８】
　図４に示すように、本実施形態の記録装置では、ステップＳ３０３で検出されたヘッド
温度ＴＨに応じて、待機時間および設定走査回数を定める。図４に示すテーブルでは、ヘ
ッド温度が６６℃～７０℃、７１℃～７５℃、７６℃以上、の３段階に分かれており、各
段階に対応して個別の待機制御を行うようになっている。例えば、ステップＳ３０２で検
出されたヘッド温度ＴＨが６６℃～７０℃の範囲内であった場合には、それ以降に順次開
始される４回の記録走査において、各々の記録走査の開始前に０．３秒の待機時間を設け
るようになっている。また、検出されたヘッド温度ＴＨが７１℃～７５℃の範囲内であっ
た場合には、６回の記録走査に対して０．３秒の待機時間を設け、７６℃以上であった場
合には、８回の記録走査に対して０．３秒の待機時間を設ける。このように、本実施形態
では、いずれの温度範囲においても、各記録走査の前に設ける待機時間は、一律０．３秒
に設定されている。なお、このようなヘッド温度ＴＨに対する待機時間およびその設定走
査回数を表すテーブルのデータは、予めＲＯＭ２２内に格納されており、ＭＰＵ２１は当
該テーブルを参照することにより待機時間および設定走査回数を定める。そして、テーブ
ルに基づいて定められた設定走査回数および待機時間に基づいて、キャリッジ４の走査を
待機させる。
【００２９】
　ステップＳ３０５において、設定した待機時間だけキャリッジ４の走査開始を待機させ
た後、ＭＰＵ２１は１回分の記録走査を実行する（ステップＳ３０６）。すなわちＭＰＵ
２１は、キャリッジモータ６を駆動することによりキャリッジ４を移動させながら、ヘッ
ドドライバ２７を駆動することによって記録ヘッド５が記録データに従ったインクの吐出
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を行う。
【００３０】
　ステップＳ３０５およびステップＳ３０６によって１行分の記録走査が完了すると、ス
テップＳ３０７へ進み、直前に行った記録走査で１ページ分の画像データの記録が完了し
たか否かを判断する。ここで、記録すべき画像データが存在すると判断された場合には、
待機フラグがＯＮされている否かを判定する（ステップＳ３０８）。そして、待機フラグ
がＯＦＦであると判定された場合にはステップＳ３０２へ戻って、再び次の記録走査にお
いてヘッド温度ＴＨの検出を実行する。待機フラグがＯＮであると判定された場合には、
その時点までに実際に待機を実施した走査の回数（実際の走査回数）が、ＲＯＭ２２内に
格納されているテーブルに基づいて決定された走査回数ｎ（設定走査回数）に達したか否
かを判定する（ステップＳ３０９）。ここで、実際の走査回数が、設定走査回数（ｎ回）
に達したと判定された場合には、フラグをＯＦＦして(ステップＳ３１０)、ステップＳ３
０２へ戻る。また、ステップ３０９において実際の走査回数が、設定走査回数（ｎ回）に
達していないと判定された場合には再びステップＳ３０５へ進み、以降の記録走査を待機
時間を設けながら実施する。その後、ステップＳ３０７において１ページ分の全ての画像
データの記録が完了したと判断された場合には、記録動作を終了する（ステップＳ３１３
）。
【００３１】
　図５は、本実施形態において、Ａ０サイズで１００％の記録率の画像を、４パスのマル
チパス記録方法で記録した場合の記録ヘッドの到達温度および待機制御を実施して形成さ
れた画像領域と待機制御を実施せずに記録された領域との光学濃度差を示す図である。ま
た図５には、本実施形態との比較例として、ヘッド温度に関わらず待機制御を実施しない
場合と（比較例１）、ヘッド温度が閾値温度６６℃を超えた場合に、直後の記録走査前に
のみ１秒の待機時間を設けた場合（比較例２）の結果も併記してある。
【００３２】
　図５において、比較例１では待機制御が実施されないため、記録された画像に濃度ムラ
は発生しないが、記録動作の進行に伴ってヘッド温度は上昇しつづけ、最終的に７８℃に
まで到達した。一方、比較例２では、ヘッド温度が６６℃を超えた場合に、直後の走査前
にのみ１秒の待機時間を設けるため記録ヘッドの過昇温は抑制され、記録ヘッドの温度は
６９℃程度で飽和した。しかし、待機制御を行って記録した領域と、待機制御が行われず
に記録された隣接領域との間には光学濃度差が０．０６程度発生した。この光学濃度差に
より、画像には目視によって濃度ムラが認識された。
【００３３】
　これに対し、本実施形態における記録装置では、待機時間が０．３秒に設定されている
ため、前述の待機制御を実施して形成された領域と、待機制御を実施せずに形成された隣
接領域との光学濃度差は、０．０２程度しか発生しなかった。この０．０２の光学濃度差
は、目視によっては認識されないレベルであり、この光学濃度差による画像品質の低下は
認められなかった。
【００３４】
　また、ダイオードセンサ５０によって検出された温度が、閾値温度６６℃を越えた場合
にも、図４に示したテーブルに従って所定回数の待機制御が実施されるため、ヘッド温度
を一定温度以下に保つことができる。すなわち、ヘッド温度が６６℃～７０℃に到達した
時点で待機時間を伴う記録走査が４回繰り返される。また、ヘッド温度が７１℃～７５℃
に到達した場合には待機時間を伴う記録走査が６回、ヘッド温度が７６℃以上になった場
合には待機時間を伴う記録走査が８回の実施される。この制御により、検出されたヘッド
温度が、前記３段階の温度範囲のいずれにあっても、記録ヘッドの温度は７１℃程度で飽
和した。従って、本実施形態によれば、待機制御を実施しない比較例１に比べて大幅に記
録ヘッドの温度を低減させることができ、不吐出の発生を低減することができた。また、
ヘッドの温度が低減されるため、蓄熱に起因する記録ヘッドの破損も軽減することができ
る。
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【００３５】
　以上説明したように本実施形態におけるインクジェット記録装置では、各記録走査の度
に記録ヘッドの温度ＴＨを検出し、ヘッド温度ＴＨが閾値温度ＴＷを超えた場合には、そ
れ以降に行うべき複数の主走査において待機制御を実施する。この際、待機制御を実施す
べき走査回数（設定走査回数）はヘッド温度ＴＨに見合った回数に設定される。すなわち
、ヘッド温度ＴＨが高温の場合には設定走査回数を増し、記録ヘッド５が放熱される状態
となる回数が増加する。これにより、記録ヘッドの過昇温を抑制することが可能になり、
記録ヘッドの熱による破損や不吐出の発生などを軽減することができる。
【００３６】
　また、各記録走査間に設定される待機時間は、その待機制御を実施した後に記録された
画像領域と待機制御を実施せずに記録された隣接領域との色差が発生しないような時間に
設定される。このため、画像中に濃度ムラや色相ムラが認識されないようにすることが可
能となる。このように、本実施形態では、装置の信頼性向上と記録画像の高品質化とを両
立することが可能になる。
【００３７】
　なお、本実施形態においては、待機時間を０．３秒に設定した。しかし、濃度や色相に
関係する条件、例えば、使用する記録媒体の種類、記録モード、あるいはインク吐出数な
どの各種記録条件などに応じて、待機時間をより適正な時間に変更するよう制御すること
も可能である。これによれば、濃度ムラや色相ムラの発生をより低減でき、画像品質を一
層高めることが可能になる。
【００３８】
　また、本実施形態においては、待機フラグがＯＮされている期間中はヘッド温度ＴＨを
取得しないような制御とした。しかし待機フラグがＯＮされている期間中もヘッド温度Ｔ
Ｈを取得して、以降の待機制御の実施回数を変更したり、取得後に再び設定走査回数ｎを
リセットして待機制御をやり直したりすることも可能である。このように、ヘッド温度の
変化に応じて設定走査回数を随時、変更するようにすれば、より精緻なヘッド温制御を行
うことが可能になり、過昇温の抑制効果は一層向上する。
【００３９】
　さらに、本実施形態においては、設定走査回数ｎがヘッド温度に応じて複数段階（図４
では３段階）に変更される制御を行うものとした。しかし、本発明はこれに限定されるも
のではなく、ヘッド温度ＴＨが閾値温度を超えた場合に、そのヘッド温度に拘わりなく常
に一定回数の走査に対して待機制御を実施することも可能である。さらに、待機制御を行
う走査回数（設定走査回数）ｎを、各種記録条件に応じて待最適な設定値に変更するよう
な制御を行うことにより、記録ヘッドの過昇温を、より確実に抑制することができる。
【００４０】
　またさらに、本実施形態では、ヘッド温度ＴＨが閾値温度を超えた場合、ヘッド温度Ｔ
Ｈに応じて待機制御を行う走査回数ｎを複数段階（３段階）に変更する構成としている。
しかし、ヘッド温度ＴＨが閾値温度を超えた場合に待機制御を行う走査回数を予め定めて
おき、ヘッド温度ＴＨの温度に応じて、予め定められた回数分の走査それぞれの待機時間
を変更するように構成することも出来る。
【００４１】
　また、待機制御を行う走査は、連続した走査である必要はない。本実施形態の場合、ヘ
ッド温度が６６℃～７０℃場合、第１回走査から第４回走査で待機制御を実施しているが
、例えば、第１回走査、第３回走査、第５回走査、第７回走査のように、１走査おきに待
機制御を実施するようにしても構わない。
【００４２】
　（第２の実施形態）
　次に、本発明の第２の実施形態を説明する。　
　この第２の実施形態は、ヘッド温度ＴＨおよび待機制御を実施する走査の回数（走査回
数）ｎに応じて、待機制御中の各走査前に設定する待機時間を変化させることを特徴とす
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るものであり、その他の点は上記第１の実施形態と同様である。従って、この第２の実施
形態におけるインクジェット記録装置においても図１および図２に示す構成を有するもの
となっている。
【００４３】
　図６は、本実施形態のインクジェット記録装置において待機時間を設定するために用い
られるテーブルを示す図である。この第２の実施形態におけるインクジェット記録装置で
は、ヘッド温度ＴＨに応じて、走査開始前に設ける待機時間および待機制御を実施する走
査回数（設定走査回数）が定められるようになっている。例えば、ヘッド温度が６６℃～
７０℃の範囲（第１の段階）にある場合には、走査回数は６回に制御され、ヘッド温度が
７１℃～７５℃の範囲（第２の段階）および７６℃以上（第３の段階）にある場合には、
走査回数は８回に制御されるようになっている。
【００４４】
　さらに、この第２の実施形態では、待機制御を行うべき走査が順次実施されて行くに従
って、待機時間が変化するような制御を行う。すなわち、待機制御の対象となっている走
査において、走査回数が少ない段階では待機時間は比較的短い時間に設定され、走査回数
がある一定回数に達すると待機時間が一旦長くなり、さらに走査回数が増すと再び待機時
間が減少する。例えば、ヘッド温度が第１の段階（６６℃～７０℃）にある場合、第１回
目および第２回目の走査に対して設定される待機時間は０．１秒となる。さらに、第３回
目および第４回目の走査に対して設定される待機時間は０．３秒となり、その後、第５回
目および第６回目の走査に対して設定される待機時間は、再び０．１秒に短縮されるよう
に制御される。
【００４５】
　このような、待機時間の設定方法を採ることにより、複数回走査させることによって形
成される各領域間の濃度ムラや色相ムラの発生をより効果的に低減することができる。以
下、その理由を説明する。なお、以下の説明では、記録媒体上の同一領域に対して２回の
記録走査で画像を完成させる、２パスのマルチパス記録方法を行う場合を例に採り説明す
る。
【００４６】
　２パスのマルチパス記録方法では、例えば、第１回目と第２回目の記録走査によって一
つの領域が完成する。同様に、第２回目と第３回目、第３回目と第４回目、第４回目と第
５回目、第５回目と第６回目、の各２回ずつ行われる記録走査によって他の４個の領域の
画像が順次形成される。この場合、待機時間を介在しない２つの記録走査によって形成さ
れる領域と、これに隣接し、かつ待機時間が介在する２つの記録走査によって形成される
領域とでは、各領域の形成時に設けられる待機時間の差は、僅かな時間（０．１秒）とな
る。
【００４７】
　すなわち、上記の待機時間が介在しない２つの記録走査によって形成される領域として
は、第１回目の記録走査の１回前の記録走査と２回前の記録走査とで形成された領域（領
域Ａ）と、第６回目とその次の記録走査とで形成される領域（領域Ｈ）とがある。また、
これらの領域に隣接し、かつ待機時間が介在する２つの記録走査によって形成される領域
としては、第１回目の記録走査とその直前の記録走査とで形成される領域（領域Ｂ）と、
第５回目と第６回目の記録走査で形成される領域（領域Ｇ）とがある。そして、前記の領
域Ａと領域Ｂが互いに隣接し、領域Ｇと領域Ｈが互いに隣接する。ここで、領域Ａを形成
する２つの記録走査間の待機時間は０であり、領域Ｂを形成する２つの記録走査間の待機
時間０．１秒であり、両領域の形成において設けられる待機時間の差は０．１秒である。
同様に領域Ｇと領域Ｈについても待機時間の差は０．１秒となる。従って、領域Ａと領域
Ｂの間、および領域Ｇと領域Ｈの間には、殆ど色相や濃度において差が生じることはなく
、目視で認識できるような濃度ムラおよび色相ムラが生じることはない。
【００４８】
　さらに、待機時間が介在する２つの記録走査によって形成される領域についても、隣接
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する領域間には大きな待機時間の差が生じない。例えば、第１回目と第２回目の記録走査
で形成される領域（領域Ｃ）には、第２回目と第３回目の記録走査で形成される領域（領
域Ｄ）が隣接する。また、第３回目と第４回目の記録走査で形成される領域（領域Ｅ）に
は、第４回目と第５回目の記録走査で形成される領域（領域Ｆ）が隣接する。ここで、領
域Ｃを形成する２つの記録走査間の待機時間は０．１秒であり、これに隣接する領域Ｄを
形成する２つの記録走査間の待機時間は０．３秒である。よって、両領域の形成において
設けられる待機時間の差は僅かに０．２秒となる。同様に、領域Ｅの待機時間と領域Ｆの
待機時間の差は、０．２秒となる。このように、待機時間が介在する２つの記録走査によ
って形成される各領域についても、隣接する領域の待機時間の差は僅かな時間となるため
、色相や濃度の差は殆ど発生せず、目視で認識できるような濃度ムラや色相ムラが生じる
ことはない。同様に、ヘッド温度ＴＨが第２の段階（７１℃～７５℃）である場合、およ
び第３の段階（７６℃以上）である場合のいずれにおいても、隣接する領域間で待機時間
に大きな差が生じないように制御されている。このため、各記録走査によって形成される
画像の隣接領域において画像の濃度ムラ、色相ムラなどの弊害が発生するのを極力低減す
ることができる。
【００４９】
　また、この第２の実施形態では、ヘッド温度ＴＨの段階が高まるにつれて、待機制御の
実施回数が制御されると共に、各待機時間は少しずつ長くなるように制御されている。例
えばヘッド温度ＴＨが第１の段階（６６℃～７０℃）であるときには、第１回目および第
２回目の各記録走査前に設けられる待機時間は０．１秒となる。しかし、ヘッド温度ＴＨ
が第２の段階（７１℃～７５℃）であるときには、待機時間は０．２秒に、ヘッド温度が
７６℃以上であるときには待機時間は０．３秒に、それぞれ設定されている。このように
、この第２の実施形態では、ヘッド温度ＴＨの上昇に伴って、待機時間を増大させて放熱
時間を段階的に増加させることにより、ヘッドの過昇温を抑制することが可能になる。な
お、以上の説明では、２パス記録を行う場合について述べたが、３回以上の走査によって
一つの領域を形成する場合にも、本実施形態における待機時間の設定方法を用いることは
可能であり、記録ヘッドの過昇温の低減および濃度ムラ、色相ムラの低減に有効である。
【００５０】
　以上のように、この第２の実施形態では、ヘッド温度および設定走査回数に応じて、待
機制御を実施すべき各走査の開始前に設定する待機時間を変化させると共に、待機制御実
施回数が進むにつれて設定待機時間を段階的に変化させるようになっている。このため、
各走査における隣接領域の色相および濃度を段階的に変化させることが可能となり、待機
時間の差に伴って生じる濃度ムラや色相ムラを視認されにくい程度に抑えることが可能に
なる。さらに、ヘッド温度が上昇した場合に設定待機回数が増えると共に、待機時間も長
くなるよう制御することで、記録ヘッドの過昇温やそれに伴う弊害の発生を極力低減する
ことが可能になる。
【００５１】
　なお、この第２の実施形態においては待機制御の対象となる記録走査に対して設定され
る待機時間を一旦段階的に長くし、その後段階的に短くなるように制御したが、待機時間
の設定方法は、これに限定されるものではない。すなわち、待機制御は、前後の記録走査
において設定される待機時間の差がなるべく少なくなるように行えばよく、連続的に待機
時間を変化させることも可能である。さらに、待機時間を段階的あるいは連続的に長くし
た後に、段階的あるいは連続的に短くするような制御を繰り返してもよく、要は、複数回
の走査によって順次形成されて行く領域の中で、隣接する領域間で生じる色差が段階的に
変化するような時間設定を行えばよい。
【００５２】
　また、この第２の実施形態においてはヘッド温度が閾値温度を超えた場合に、待機時間
の設定を２段階または３段階に変更するような制御を行う場合を例に採り説明した。しか
し、本発明はこれに限定されるものではなく、閾値温度を超えた場合に、一つの待機時間
のみを設定することも可能である。また、ヘッド温度に応じてより多くの段階に分けて待
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機時間を変化させるような制御を行うことも可能である。さらに、上記実施形態では、一
つの閾値温度を越えた場合にのみ待機制御を行うようにしたが、複数の閾値を設定し、各
閾値によって設定される温度範囲毎に待機時間を設定しても良い。さらに、閾値を設定せ
ず、各ヘッド温度に応じて待機時間を随時変化させることも可能であり、要は、ヘッド温
度に応じた最適な待機時間を設定すれば良い。
【００５３】
　（第３の実施形態）
　次に、本発明の第３の実施形態を図７および図８を参照して説明する。　
　記録ヘッドの構造や記録ヘッドの単位時間当たりの吐出数などによっては、ヘッド温度
が急激に高温に達することがある。このような場合、上記各実施形態のように短時間の待
機時間を複数の走査の前に設ける待機制御のみでは、ヘッド温度が十分に低下しない、あ
るいはヘッド温度が上昇してしまうといった現象が生じることがある。このような現象が
生じた場合、記録ヘッドに不吐出が発生し画像品質が著しく劣化する虞がある。そこで、
この第３の実施形態では、記録ヘッドの温度が非常に高い温度に達したとき、１回の記録
走査の前に、長い待機時間（例えば１秒）を設けて、急速にヘッド温度ＴＨを低下させる
ことにより、不吐出の発生を回避するようになっている。なお、この第３の実施形態にお
けるインクジェット記録装置も、図１および図２に示す構成を備える。
【００５４】
　図７は、この第３の実施形態において１ページ分の画像を記録する際にＭＰＵ２１が実
行する一連の工程を説明するためのフローチャートである。　
　図７に示すように、この第３の実施形態では、図３のフローチャートに示す制御に対し
て、ステップＳ３０３ａ、Ｓ３０８ａの工程を追加して実施する。すなわち、ヘッド温度
ＴＨを取得した後、そのヘッド温度が上記各実施形態において設定されている閾値（ここ
では、ＴＷ２と記す）を大きく上回る温度の閾値ＴＷ１（例えば、８０度）を超えたか否
かをステップＳ３０３ａにおいて判断する。ヘッド温度ＴＷが閾値ＴＷ１を超えていない
と判断された場合には、さらにヘッド温度ＴＨが閾値ＴＷ２を超えているか否かを判断す
る。この判断の結果に基づく制御は、上記第１の実施形態と同様に行われる。すなわち、
ヘッド温度ＴＨが閾値ＴＷ２以下である場合にステップＳ３０６において記録ヘッドによ
る主走査を行う。そして、ヘッド温度ＴＨが閾値ＴＷ２を超える場合には、ステップＳ３
０５において図８に示すテーブルに応じたヘッド温度に対応する待機時間（０．３秒）と
待機回数を設定し、その設定に従って主走査を行う（ステップＳ３０６）。
【００５５】
　一方、ステップＳ３０３ａの判断において、ヘッド温度ＴＷが閾値ＴＷ１を超えていた
場合には、ステップＳ３０５へ移行する。ステップＳ３０５では、図８に示すテーブルに
従って、待機回数を１回に設定し、次に行われる１回の走査の開始を１秒間待機させる。
なお、図８に示すテーブルは、６６℃～７０℃、７１℃～７５℃、７６℃～７９℃、８０
℃以上の４段階の温度に応じて、４回、６回、８回、１回の異なる設定走査回数がそれぞ
れ設定されている。また、６６℃～７９℃の範囲に設定される３段階においては、各走査
前に設けられる待機時間が一律に０．３ｓｅｃに設定されている。但し、８０℃以上のヘ
ッド温ＴＨについては、待機時間（１秒）が設定されている。
【００５６】
　主走査が行われた後、ステップＳ３０７では、ステップ記録動作が終了したか否かの判
断を行う。記録動作が終了していない場合には、ヘッド温度ＴＨが閾値Ｔ１（８０℃）イ
を超えるか否かを判断する。ここで、ヘッド温度ＴＨが閾値Ｔ１を超えていると判断され
た場合には、ステップＳ３０５へ移行し、待機時間を１秒に、待機回数を１回にそれぞれ
設定する。そして、待機時間１秒が経過した後、ステップＳ３０６で主走査を行う。この
後、ステップＳ３０７で記録動作がいまだ完了していないと判断された場合には、ステッ
プＳ３０８ａで再びヘッド温度ＴＨが閾値ＴＷ１を超えているか否かを判断し、超えてい
なければ、ステップＳ３０８でフラッグがＯＮであるか否かを判断する。フラグがＯＮで
あれば、ステップＳ３０５において設定された第ｎ回の走査が終了したか否かの判断を行
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う（Ｓ３０９）。前回の走査の後、ヘッド温度ＴＨがＴＷ１を超えていた場合には、ステ
ップＳ３０５において走査回数が１回に設定されており、この走査は既にステップＳ３０
６において実行されている。従って、この場合には、ステップＳ３０９の判断の後、ステ
ップＳ３１０へと移行し、ここでフラッグがＯＦＦされる。この後、ステップＳ３０２へ
移行し、再びヘッド温度ＴＨの取得動作を行う。
【００５７】
　上記のようにこの第３の実施形態では、ヘッド温度ＴＨが、閾値ＴＷ２より高く、かつ
閾値ＴＷ１以下である場合には、上記第１の実施形態と同様に、そのヘッド温度に応じて
定められる複数回の走査では、０．３秒の待機時間が設けられる。しかし、ヘッド温度Ｔ
Ｈが閾値ＴＷ１より高い場合には、１秒間という長い待機時間が設けられるため、この間
に記録ヘッドの温度を十分に低下させることができ、記録ヘッドの過度な温度上昇に起因
する不吐出の発生を確実に抑えることが可能になる。
【００５８】
　なお、上記第３の実施形態では、ヘッド温度ＴＨが閾値ＴＷ２以下の場合には、上記第
１の実施形態と同様に、待機制御を行うべき各走査に対して一律に０．３秒の待機時間を
設定するものとなっている。しかしこの第３の実施形態においても、上記第２の実施形態
と同様に、待機制御を実行すべき各走査に対する待機時間を、走査の進行に伴って変化さ
せるようにすることも可能である。
【００５９】
　また、この第３の実施形態においても、待機フラグがＯＮされている期間中はヘッド温
度ＴＨを取得しないような制御とした。しかし、待機フラグがＯＮされている期間中もヘ
ッド温度ＴＨを取得して、以降の待機制御の実施回数を変更したり、取得後に再び設定走
査回数ｎをリセットして待機制御をやり直したりすることも可能である。
【００６０】
　（他の実施形態）
　上記各実施形態では、記録ヘッドのインク吐出を往路と復路の双方において行う双方向
記録を行う場合について説明したが、記録ヘッドからのインク吐出を往路または復路のい
ずれか一方でのみ行う、いわゆる一方向記録にも本発明は適用可能である。すなわち、一
方向記録の場合には、インク吐出を実施しない走査（戻し走査）においては、インク吐出
を実施する走査に比べて高速にキャリッジを移動させるため、戻し走査期間を介しても記
録ヘッドの温度が低下しない場合が多い。従って、一方向記録においても、本発明のよう
な待機制御を行うことは上記実施形態と同様に有効である。
【００６１】
　上記各実施形態では、記録ヘッドの各ノズル内に設けた電気熱変換素子から発生する熱
エネルギによってノズル内の液体に気泡を発生させ、その気泡発生時の圧力によってイン
クを吐出させるインクジェット記録装置を説明した。しかし、本発明は、電気熱変換素子
を使用するものに限らず、ピエゾなどの電気機械変換素子を各ノズル内に設けた記録ヘッ
ドで記録を行う記録装置にも適用可能である。
【００６２】
　上記各実施形態では、記録ヘッドと記録媒体との相対的な走査を行う形態として、記録
ヘッドを往復走査させる例を説明したが、記録ヘッドに対して記録媒体往復移動させて記
録を行う形態にも本発明が適用可能であることは言うまでもない。
【図面の簡単な説明】
【００６３】
【図１】本発明の実施形態に適用可能なインクジェット記録装置の内部機構を説明するた
めの概略斜視図である。
【図２】本発明の実施形態に適用可能なインクジェット記録装置の制御系の構成を説明す
るためのブロック図である。
【図３】本発明の実施形態において、１ページ分の画像を記録する際にＭＰＵが実行する
一連の工程を説明するためのフローチャートである。
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【図４】本発明の第１の実施形態における待機時間の設定テーブルを説明するための図で
ある。
【図５】本発明の実施形態における記録装置を用いて、Ａ０サイズで１００％の記録率の
画像を、４パスで記録した場合の記録ヘッドの到達温度および待機制御を実施して形成さ
れた画像領域と待機制御を実施せずに記録された領域との光学濃度差を示す図である。
【図６】本発明の第２の実施形態における待機時間の設定テーブルを説明するための図で
ある。
【図７】本発明の第３の実施形態において、１ページ分の画像を記録する際にＭＰＵが実
行する一連の工程を説明するためのフローチャートである。
【図８】本発明の第３の実施形態における待機時間の設定テーブルを説明するための図で
ある。
【符号の説明】
【００６４】
　１　搬送モータ
　２　プラテンローラ
　３ａ、３ｂ　ガイドシャフト
　４　キャリッジ
　５　記録ヘッド
　６　キャリッジモータ
　７　搬送モータ
　Ｍ　記録媒体
　Ｈ　ホスト装置
　２０　インターフェース
　２１　ＭＰＵ
　２２　ＲＯＭ
　２３　ＤＲＡＭ
　２４　ゲートアレイ
　２５，２６　モータドライバ
　２７　ヘッドドライバ
　５０　ダイオードセンサ
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